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（会長報告〕　内山喜＿君

○冒頭より悲しい、大変悲しいお話で恐縮ですが、

11月23日「ひさどや」の村山ちとせ様が突然逝去

されました。ひさどやさんとは当クラブ創立以来

出火による災害に会われるまで24年間という長き

に亘って、当クラブの例会場として利用させて頂

いてまいりました。当クラブの絶大なる協力者で

あり、又当クラブと共に歩んできた履歴を持つお

家と言っても過言でないと思います。25日、仲道

の宗伝寺に於いて葬儀が取り行なわれ、当クラブ

から川村会長エレクトに参列して頂きました。ど

香典と事務局から弔電を差し上げさせて頂きまし

た。皆様と共に心からご冥福をお祈り申し上げた

いと思います。
〇台中港区R．C．から続盟式の案内がまいりました。

また確定したわけではありませんが、私共としま

しては、こちらから行くか、あるいは向こうから

〔会員スピーチ）

ア

来られるか、又当クラブの25周年記念の時に続盟

式をやってもよいというお話もあり、25周年記念

に「華」をそえて頂くような意味で、或はおいで

願って、その25周年の中で続盟式というふうに考

えておりますが、決定次第又ご案内致したいと思

います。
○先般、伊藤分区代理がおいで頂きました時に、ガ

バナーよりの伝言として、ポール．ハリス・フェ

ローのバッチですが、フェローの方は、これから

の例会及びその他の会合に出席の際はバッチを付

けて頂くようとの事ですので宜敷くお願い致しま

（有盲有盲〕　斎藤隆君
1．庄内分区1・2年の新会員の研修会

1月22日午後1時より酒田産業会館にて

義務出席者　会長．会長エレクト．副会長
ロータリー情報委員．幹事

先月の中旬、鶴岡市のアメリカの姉妹都市、ニュ
ーブランズウィック市（NB市）を訪問した。同市

を訪れたのは1969年以来、14年ぶり2度目である。

両市が姉妹都市の盟約を結んだのは昭和35年のこ

とである。そのつながりは幕末にさかのぼる。旧庄

内藩の俊才、高木三郎が、幕府の最初の派米留学生

の一員に選ばれ、NB市のラトガース大学に留学し

た歴史的きずなで結ばれている。盟約締結以来23年

になるが、その間の両市の交流といえばメッセージ

の交換など儀礼的な域を出ないうらみがあった。

しかし昨年、NB市のリンチ市長の招待に応じて

斎藤市長、佐藤前市議会議長はじめ市民有志が親善

訪問したのを機に両市の関係は一挙に進展した。さ

らに今春、鶴岡市側に鶴岡・NB友好協会が発足し、

井　　　徹　君

市民レベルでの交流の基盤が整った。既に若い鶴岡

市民がラトガース大学に留学、鶴岡ロータリークラ

ブから女子高校生が留学している。一方、NB市側

からは若手の日本文化研究者がこのほど来鶴し、英

語教育を通じて両国の理解親善にひと役員うなど、

交流の成果は着実に実を結んできている。

今回の私の訪問は、友好協会の代表、ロータリア
ンとして、ようやく軌道に乗り始めた両市間の交流

を市民レベルでさらに深めることであった。具体策

としては、懸案のリンチ市長の訪鶴をはじめ、中高

校生たちの交換留学の拡大などについてリンチ市長

NBロータリークラブの例会で卒直に訴えた。

特に、若手弁護士でもあるリンチ市長は日本につ

いても知識が深く、懇談ではわが国の食管会計の赤
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字間題にまで話が及んだ。

なお、同市長は今年中に

訪鶴する予定だったが、

今月行われるニュージャ
ージー州の上院議員選挙

に立候補（市長在職のま

ま）することになり、急

拠延期せざるを得なかっ

た事情がある。しかし来

年の鶴岡市制60周年記念

式の機会に訪鶴したい考

えであることを明らかに

した。

また、NBロータリー

クラブの例会の席で、姉

妹都市交流の発展を呼び

掛けたところ、会員の1

人が立って「ぜひ姉妹都

市交流の具体化と発展のために行動を起こそう。今

；阜塞行色時である」と訴えてくれた0
ところで、今回の訪問を通じて考えさせられたこ

とが幾つかある。その一つは、両市とも世代交替が

進んでいることを忘れてはならない、ということで

ある。23年前に両市の橋渡しに尽力した方々の多く

は既に故人になられた鼠、第1線をリタイアされて

いる。つまり

のは、

姉妹都市に限らず国際交流事業とい

世代交代を絶えず念頭に置いて取り組ま

ないと、いつの間にか名目だけに形がい（骸）化する

恐れがある。そのためにはこれからの姉妹都市交流

は、世代のバランスを考慮しながら、行政サイドだ

けでなく、市民レベルでの息の長い交流を掛けねは

なるまい。

もう一つは、姉妹都市交流というものは単なる儀

礼や、きれいごとではなく、地道な平和運動の一つ

であることを忘れてはならない。その礎は、第二次

大戦の反省に立ってアイゼンハワー大統領が提唱し

た平和運動にある。「住民たちがどんな小さな事で

もよい。国家という垣根を越えて、お互いの生活を

知り、理解し合う努力を積み重ねれば、そこに親し

みが生まれ、地球上から争いごとがなくなっていく」

との理念に基づく。

規に、国際間のもめ事の多くは、基本にはお互い

の無理解、誤解によるものが多いようである。人種

や社会体制の違いはあっても、相方の国民たちが相

手の生活習慣、文化に根差した物の考え方、生き方

を理解し合えば、それが世論となって一国の外交の

在り方を変えることも可能である。

特に資源小国のわが国が近代国家として成立して

いくためには、国際社会での孤立は絶対に避けなけ

ればならない。そのためには特に、これからのわが

国、わが郷土を担う若い人たちが国際的視野をもち、

国際感覚を身につけることが最も大切であると考え

る。

（58．11．4山形新聞より抜すい）

ユネスコってなんでしょう？

UNESCO（ユネスコ）とは、United Nations

Educational，Scientific and Cultural

Organization　の頭文字を集めた略称で、国際連

合教育科学文化機関といいます。
ユネスコは、どうしてつくられたのでしょうか。

ユネスコを生み出した最も大きな背景は第2次世界

大戦です。2，600万人もの貴い人命が犠牲となり、

そして、広島・長崎に投下された原子爆弾は人類が

人類を滅亡に導くという恐ろしさをまざまざと感じ

させました。

第2次大戦中の1942年以来、ロンドンに亡命政府

を置いていたヨーロッパ各国の文部大臣が集まり、

大戦によって荒廃した教育の復興について話し合い



国連ユネスコと民間ユネスコとの関係図表

を重ねました。1945年11月16日、戦禍のなまなまし

いロンドンで開かれたこの文部大臣会議で「ユネス

コ憲章」が採択され、翌年11月4日、ユネスコは国

際連合の専門機閑として発足しました。“戦争は人

の心の中で生れるものであるから、人の心の中に平

和のとりでを築かなければならない〝のことばで始

まる憲章には、戦争の悲惨をくりかえしたくないと

いう人びとの願いが結集されています。
ユネスコの事業は、“教育・科学・文化・コミュ

ニケーションを通じて各国民の協力をすすめ、世界

の平和と人類共通の福祉に貢献する〝という目的で

おこなわれています。
ユネスコが設立されてからしばらくの間は、第2

次大戦の経験から各国間の誤解や偏見をとりのぞく

ための相互理解・交流・調査研究、教育の普及など

が主な活動でした。これは現在も重要な活動ですが、

1960年前後から新しい独立国が数多く加盟し、北と

南の社会経済の格差をなくすため途上国の教育・科

学・文化・コミュニケーションの発展に、協力・援

助する事業が重視されてきました。

最近のユネスコは、世界各国が当面する新しい課

題として人権の保障、平和の強化、生涯教育、環境

問題、青少年問題、文化政策、コミュニケーション

政策、世界の新国際秩卓の樹立などにとりくんでい

ます。

加盟国は158カ国、準加盟1カ国、事務局はパリ

にあります。日本は1951年7月2日に60番目の国と

して加盟し、翌年に「ユネスコ活動に関する法律」

を制定、国・公共団体のユネスコ活動への役割など

を定めています。

ttTOSEPH．H．KLER氏からのお便り”

鶴岡ロータリークラブの皆様

Dear Doctor Mitsui

Tsuruoka Rotary Club

（11－7－－，83）

どうぞ私の真撃な感謝をお受け下さい。

私の80才の誕生日に対するお祝い－あなたの

ロータリークラブから美しい花束を頂いたこと

に対して。

私の妻と私が素晴らしい鶴岡市への訪問につ

いての感銘深い想い出に浸っています。

彼女はそう長くは生きていませんでした。し

かし、私の彼女についての想い出は、あなたの

ロータリークラブメンバーのそれと同時に浮ん

で参ります。



私の妻と私は100以上の国々を旅行しました

が、今尚私は鶴岡の想い出とあなた方の友情が

最も素晴らしいものであると話しています。私

は再びあなた方皆さんに対して感謝申し上げま

す。そして、皆様方のご健勝を祈ります。

あなた方のうち、どなたかがアメリカにお出

になるときは、どうぞ私に知らせて下さい。

もし私が美しい日本に行けるならば、私は再

び鶴岡に滞在したい。

私の国はあなたの国と緊密な関係にあります。

人生には常に幾つかの問題があります。しかし

それらは両者が努力すれば解決出来るものであ

ります。

私は常に楽天主義者です。常に良い友人であ

るということは、素晴らしいことであります。

心からと幸福祈ります。

敬　具

JosephJJosephH．Kler M・D・

JOSEPH H．KLER M．D．，F．A．G．S．

127LIVINGSTON AVENUE

P．0．BOX431

NEW BRUNSWICK，N．J．08903

（婁兵舎報告〕

（会員増強委員会〕

会員増強についてのお願い

当クラブは会員増強に関する253地区運営基本方針

針を受け、本年度会員増強目標純増会員数5名、59

年6月末会員数82名と致しました。

然るに純増会員数獲得実績皆無の現状を厳しく受

け止め、去る9月6日開催されたクラブ協議会で決

定された会員増強の具体策を改めてお知らせいたし、

各位の協力をお願いいたす次第です。

会員増強委員会は万難を排し、その責任を遂行し

なければなりませんが、会員増強を一層強力に推進

するため、クラブの現組織を次の6グループに編成

し、グループリーダーを置く。グルしブリーダーは

グループをとりまとめ、2名以上の会員候補者を推

せんし、会員増強を図るといたしました。

6つのグループ、リーダーは次の通りであります。

グル　ー　プ　　　　　　　　リーダー

①　S．九九、出席、親睦活動、プ　　松田　貞夫
ログラム

④　職業分類、会員増強、外部拡　　丹下誠四郎

大、会員選考

④　雑誌広報、ロータリー情報、　　工藤　弘道

クラブ資料、会報

（む　職業情報、社会環境　　　　　　佐藤　　衛

㊥　国際奉仕部門　　　　　　　　　三井　　健

㊥　青少年奉仕部門　　　　　　　小池　繁治

是非、会員増強の目標達成を早期に実現出来るよ

うよろしくお願いします。

（牒睦活動要具会〕

クリスマス家族会開催のこ案内について

まもなく師走をむかえ、なにかとあわただしい時

期になりましたが、本年も恒例によりまして当クラ　　　ヽ．一

ブのクリスマス家族会を下記により開催いたします。

お子様方には、楽しいプレゼントを用意するほか、

趣向をこらして賑やかで楽しいクリスマスパーティ

ーにしたいと存じますので、ぜひこ家族ともども大

勢のご参加がありますようご案内申し上げます。

尚、当日クリスマスプレゼントの交換会を行ない

ますので、参加者お1人につき500円位のプレゼン

トを各自ご用意し、ご持参戴きますようお願い申し

上げます。

惑12月13日（火）の例会は、12月17日（土）のクリス

マス家族会に変更になりますのでど了承下さい。

日　時　　昭和58年12月17日（土）

点　鐘　　午後5時30分

会　場　　グランド．エルサン

（ビ　ジ　タ　ー）

東京北R．C．　旅河正美君

鶴岡西R．C．　鈴木昭吾君．野口　　弥君

半田茂弥君．佐藤成生君

温海R．C．　　本間儀左工門君

（今週の担当者　秋野　忠）

年次総会の開催

11月29日の例会終了後、年次総会が開かれました。

1986年～1987年度の会長エレクト及び副会長エレ

クトを指名選出する指名委員が、次の会員に決定致

しました。

指名委員　内山喜一君．川村徳男君．中江亮君．

新穂光一郎君．嶺岸光吉君　以上5名
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